
 

                                                                
 

 

 

 

 

 

毎朝、校門で「おはようございます」とあいさつをして、子どもたちを迎えています。 

登校の様子は、本当にさまざまです。早く校内に入りたくてうずうずしている

子、朝から楽しそうに笑いながら登校してくる子、一人で少々うつむきながら登校

してくる子、チャイムとともに校門まで走ってくる子、時間が過ぎているのにのん

びり歩いてくる子……。 

（今朝は、どんなふうに家を出てきたのかな？） 

（朝ごはん食べてきたのかな？） 

（今日は、何かいいことがあるのかな？） 

（何か困ったことでもあったのかな？） 

一人ひとりの顔を見ながら、いろいろなことを考えています。こちらの「おはようござい

ます」に反応もせず、おしゃべりに夢中になっている子もいるのですが、そんな小さなこ

とは気にしません。もう一度、あいさつをしてみるようにしています。ハッとした顔で「おはようござ

います」と返してもらえたら、それだけで私は嬉しくなります。 

 

4 月のころは、顔も上げずうつむいたまま、あいさつなんてする気にもなれないような表情だった子

が、夏休み前には顔を少し上げ、こちらに少し顔を向けて（目はまだ合いませんが）、「おはようござ

います」と言ってくれるようになりました。恥ずかしかったあいさつが、少し自信をもってできるよう

になったのかもしれません。もしかしたら、朝からいいことがあったのかもしれません。また、あいさ

つされればあいさつを返していた子どもたちも、多くの子が先にあいさつをしてくれるようになりまし

た。先にあいさつをした方が気持ちがいいということを知ったのでしょうか。人に会ったらまずあいさ

つ、ということが無意識のうちにできるようになったのかもしれません。 

子どもたち、日々成長！です。 

周りの大人から、「あいさつしなさい！」なんて言われても、すぐにあいさつできない子だっていま

す。子どもたちの心はそれぞれ。（今、あいさつしようと思ってたのに……。）なんていう、タイミン

グの悪い声かけも、私自身経験があります。まずは、私たち大人が気持ちのよいあいさつをする姿＝あ

いさつの手本を見せることが大切だと思います。子どもたちは、大人を観察する力に長けています。そ

して、真似をすることも上手です。私たち大人が、今一度気持ちのよいあいさつを心がけていきたいで

すね。 

子どもたちの朝の始まり方は、みんな違います。私だって、毎日同じ気

持ちで朝を迎え、出勤してくるわけではありません。心配なことがあった

り、楽しみなことがあったり、きっと子どもたちも同じです。大きな不安

が小さくなるように、ちょっとしたことがすごく楽しみになるように、今

日も校門で「おはようございます」と笑顔で、子どもたちを迎えたいと思

います。 
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「おはようございます」って、当たり前？……当たり前！にできたらステキ 

 

９月号 


